
【  資料１  】

事  業  名  等 令和４年度

・第１回 令和４年７月２９日(金)

　１　令和３年度事業報告について

　２　令和４年度事業計画（追加分）について

・第２回 令和５年３月２３日（木）

　１　令和５年度事業計画（案）について

事  業  名  等 令和４年度

・補助金交付８件

・維持等交付金交付５４件

文化財防火デーの周知
・１月２６日の文化財防火デーにあわせ文化財所有者等に防火･防犯に対
する周知を実施 対象６０件

県・市天然記念物樹勢
調査

・令和４年５月２３日（月）実施 調査員：髙橋委員

久喜市教育委員会 文化財保護課 令和４年度事業報告
久喜市喜市文化財保護審議会　

内 容 ・ 方 法

久喜市文化財保護審議会条例に基づく所掌事務に関する事
項について審議

内 容 ・ 方 法

＜２ 指定文化財に関すること＞

＜１ 文化財保護審議会に関すること＞

文化財保護審議会

・無形民俗文化財等の保存事業に対して補助金を交付

・指定有形文化財の所有者等に対し、維持管理に要する経費
の一部として交付金を交付

指定文化財所有等へ消防設備等の再点検や防火対策の再確
認を依頼することで文化財防火デーを周知する

指定天然記念物（６件：清福寺の大イチョウ、鷲宮神社のマツ
並木、川瀬家のイヌマキ、旧渡辺多門家のタブノキ、菖蒲のフ
ジ、神明神社の社叢）の樹勢状況を調査する

指定文化財管理、活動
補助事業
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内 容 ・ 方 法 令和４年度

郷土伝統芸能後継者
育成事業

神楽、囃子、獅子舞を演じる団体等が
実施する伝承活動に対し指導者謝金
の一部を支援する

・郷土伝統芸能指導者謝金

・令和４年８月３１日（水）～１０月２３日（日）
全１０回実施（講師：鷲宮催馬楽神楽保存会）
※１０月２３日は鷲宮文化祭での発表

受講者延べ７９人

・ホームページを通じて市民等への周知を図った

三密を避けるためSNSでの発信は行わなかった

事  業  名  等 令和４年度

・見学者数６０３人

・団体見学３件（１９７人）

・見学者数４，１４３人

・団体見学７件（３４８人）

・写真資料等メディア等への貸出し

＜４ 文化財の公開に関すること＞

内 容 ・ 方 法

・水塚の展示・公開（令和４年度の公開日：土・日曜日、令和５
年度の公開日：日曜日）と適切な管理・運営を図る

・団体見学（５人以上）の案内の実施

【文化財保護課は展示や資料管理を所管】

・団体見学者等への案内

事  業  名  等

＜３ 文化財の保護に関すること＞

伝統芸能伝承

民俗芸能等の内容や日時等につい
て、ホームページやSNSを通じ市民等
へ周知を図る

本多静六記念館展示事
業

鷲宮催馬楽神楽伝承
教室

第二座（榊の舞）を神楽保存会員が受
講者に指導し、その成果を鷲宮文化祭
で発表する

民俗芸能等の周知

「吉田家水塚」運営事業
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事  業  名  等 令和４年度

・北青柳稲荷講

・光明寺薬師堂のどらなわ

・菖蒲町小林下の寺のオシシサマ（獅子廻し）

過去の情報の整理 ・過去に調査を行った未指定文化財情報の収集（継続）

事  業  名  等 令和４年度

・試掘調査８件実施

・天王山西遺跡の出土品整理作業の実施（継続）

事  業  名  等 令和４年度

出張講座（学校教育支
援事業）

・講師派遣３回、参加者２４７人

出張講座（学校以外） ・講師派遣４回、参加者１５１人

久喜歴史だよりの掲載 ・「久喜歴史だより」を毎月掲載

指定文化財への説明板
の設置

・「八坂神社の神輿」説明板の設置

文化財調査報告書作成
事業

・偉人マンガ『中島撫山』の刊行

内 容 ・ 方 法

＜５ 文化財の調査に関すること＞

＜６ 埋蔵文化財に関すること＞

文化財調査

内 容 ・ 方 法

必要に応じて、開発に伴う発掘・試掘調査を実施する

内 容 ・ 方 法

小中学校に学芸員を派遣し、授業を通じて児童生徒の郷土の
歴史・文化財についての理解と関心を深める

高齢者大学や市民大学等他機関が実施する講座に講師を派
遣する

＜７ 文化財の活用・啓発に関すること＞

埋蔵文化財の調査

文化財等を周知するため、広報くきに毎月掲載する

指定文化財の説明板を設置する

歴史的な地域文化資源等の情報を刊行する

文化財の価値を明らかにするために調査を実施する

過去の刊行物や展示会、研究論文や書籍に関する情報を収
集整理する
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内 容 ・ 方 法 令和４年度
・第１２回特別展「敦　中島家の系譜―中島敦没後８０年―」
令和４年１０月８日（土）～１２月４日（日）
開催日数４６日、観覧者延べ２,１９６人

・展示図録『敦　中島家の系譜―中島敦没後８０年―』の刊行

収蔵品展
郷土資料館所蔵資料の中から、久喜
市内小学校の副読本『わたしたちの久
喜市』掲載の民具を中心に展示を行う

・「ちょっとむかしの道具たち―暮らしと祭り―」
令和４年４月１日（金）～７月６日（水）
開催日数７９日、観覧者延べ１，７４４人
・「ちょっとむかしの道具たち」
令和５年１月５日（木）～３月３０日（木）
開催日数７０日、観覧者延べ１，６０２人

・「あのとき流行ったおもちゃ展」

令和４年８月１１日(木)～９月１１日(日)

開催日数２６日

・「うつりゆく鷲宮神社」

令和５年２月２５日（土）～３月３０日（木）

開催日数２８日

連携展示

宮内庁・春日部市共催展示「明治天皇
と春日部」にあわせて、埼玉県東部地
区の関連自治体で「埼玉県東部と近代
の皇室」をテーマにした展示を行う

・「明治天皇と久喜」
令和４年７月２０日（水）～９月４日（日）
開催日数３８日、観覧者延べ１，５２１人

・「中島敦の創作と漢籍典拠」（講師：渡邊ルリ氏）

令和４年１０月３０日（日）１４時００分～１５時３０分）
受講者５７人

展示事業 スポット展
郷土資料館所蔵資料の中から、テーマ
を設けたミニ展示を行う

特別展関連講座

市民の特別展に対する理解と関心を深
めることを目的に、特別展のテーマに
詳しい専門家を講師に招き、講座を開
催する

事  業  名  等

特別展
市内の歴史・文化財についてテーマを
設けた展示を行うとともに展示図録を
刊行する

＜８ 郷土資料館に関すること＞
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内 容 ・ 方 法 令和４年度

歴史講座

郷土の歴史や文化をテーマに、専門家
を講師に招き、その最新の調査研究成
果や話題等を市民に分かりやすく紹介
する講座を開催する

・全４回実施
①「鷲宮神社の文化財について」（講師：郷土資料館学芸員）
令和５年３月４日（土）１５時００分～１６時３０分
②「鷲宮神社ゆかりの偉人について」（講師：郷土資料館学芸員）
令和５年３月５日（日）１５時００分～１６時３０分
③「鷲宮催馬楽神楽について」（講師：矢嶋正幸氏）
令和５年３月１２日（日）１５時００分～１６時３０分
④「鷲宮神社の歴史について」（講師：新井浩文氏）
令和５年３月２１日（祝・火）１５時００分～１６時３０分
参加者延べ９６人

・令和４年５月２０日（金)～１２月１６日（金)

全１１回開催参加者延べ２６１人

子ども歴史広場

夏休み期間中の子どもたちを対象にむ
かしのおもちゃづくりや七夕行事、勾玉
づくりなどの歴史や文化を楽しく学習で
きる講座を開催する

・全３回実施（講師：郷土資料館ボランティア）
①「手作りおもちゃの今むかし」（令和４年８月３日（水））
②「夏の飾りの今むかし」（令和４年８月１７日（水））
③「勾玉づくり」（令和４年８月２４日（水））
参加者延べ４７人

資料館まつり
郷土資料館を広くPRし、来館者の拡大
を図るため、昔のおもちゃづくり等が体
験できるイベントを開催する

・「昔のおもちゃを作ってみよう」（講師：郷土資料館ボランティア）
令和４年１１月１２日（土）～１３日（日）
参加者延べ８７人

教育普及事業

古文書学習会
郷土資料館所蔵の古文書をテキスト
に、受講者による古文書解読並びに解
読内容に対する講師による解説を行う

資料館だよりの発行

郷土資料館の情報発信を図るため、収
蔵資料や郷土の歴史・文化、資料館の
イベント情報等について取り上げた資
料館だよりを編集し、発行する

・資料館だより「笛の音」第１４号、第１５号を発行

事  業  名  等
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内 容 ・ 方 法 令和４年度

資料の収集 市内の歴史資料等について収集を行う ・歴史資料等の寄贈受入１２件

資料の調査 市内の歴史資料等について調査を行う ・調査件数１６件

・民俗資料、古文書資料の整理を実施

・古文書の目録整理を実施

郷土資料館事業の協力

市域の歴史・文化財等の調査等

郷土資料館の専門的な業務を実習さ
せる

・４人受入れ
令和４年８月４日（木）～８月２６日（金）のうち８日

高齢者大学や市民大学等の他機関へ
講師を派遣する

・講師派遣５回、参加者１５１人

小中学校団体見学の展示案内を行う ・団体見学１１件

一般団体見学者等の展示案内を行う ・団体見学７件

学芸員実習生の受入

講師派遣

団体見学の案内

収蔵資料の整理
郷土資料館の展示等に活かすため収
蔵資料を整理しデータベース化を行う

資料調査等

・事業協力２７回実施
・古文書整理３６回実施郷土資料館ボランティアの育成

事  業  名  等
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